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＜連絡事項＞

· 本日より豊川明男様デイケア正式利用。

· 3/12（木）10:30～清水頭翼様見学予定。

· 3/12（木）13:30～清水頭翼様、退院療養検討会実施。（参加：兵藤）

· 明日から法人研修がある為、各自出欠を入力して参加可能な日に参加する事。

· 本日、神山和典様へ戸賀沢様のご家族から借金の返済があったと報告あり。
＜外来患者様情報＞

· 川口　八寿子様～東京に行きテンションが高くなったが、落ち着いてきたと話す。3/13にうみ

ねこ幸房利用について会議を行う予定との事。

· 袴田　淑子　様～2日前に腹痛・吐気があったが、翌日には収まったと報告。今後様子観察を行っ

ていくよう担当医から指示があり、関係機関へ連絡している。

· 高橋　幸雄　様～体重79.4kgとわずかに減少あり。エビリファイを3錠に増薬し、1週間様子を

みてジプレキサを止めとする予定。幻聴は無く、睡眠もとれているとの事。

トイレ回数が多いと報告あり、下剤減薬している。

· 淡路　智恵子様～胸の痛みは良くなってきたと話す。採血の結果異常なく、今後は半年毎の採血と

していく。

· 平　　京子　様～歯科治療は完了したと話しており、明日は眼科受診するとの事。次回受診時に

採血実施予定。

· 菅野　勝利　様～体重69.2kg。体重を減らしていくよう説明あり。

· 秋山　和子　様～右腋下に痒みがあり岸原病院を受診したと報告あり、軟膏が4本処方となった

との事。

· 溝越　キク　様～体重70.6kgとわずかに減少している。先週小遣い指導があった為、小遣い帳を

つけているとの事。訪問看護時に確認してもらう事としている。

· 駒木　学　　様～昨日から今日にかけて寝つきが悪いと話す。今後も継続するようであれば、内服

を調整していく事としている。幻聴はデイケアの中でのみあると話しており、内服は調整しない事としている。

· 其田　淑子　様～デイナイトケアで麻雀を行った際に頭痛があったと報告している。しばらく休む

事で頭痛は軽減したとの事。

· 川口　尚良　様～デイケア保険の加入について話しており、今回はお母様と話し合った結果加入は

見送る事としたとの事。本日AAの司会を行うと話している。五十肩の痛みの為、寝不足であるとの事。

· 番沢　政勝　様～昨日デイケアで他者がトラブルとなりかけた事について報告しており、「気に

なる。怖い」と訴える。本人が気にすることではないと説明あり。幻聴について尋ねると、「来ない」と話す。

· 神山　和典　様～昼食は弁当を自分で作って持って来ていると報告。中性脂肪が高い為、揚げ物は

控えるよう説明あり。

· 村上　元道　様～うみねこ幸房利用での疲労はあまりないとの事。無理はしないよう説明。

· 江刺家　陽輝様～落ち着いてきた気がすると話している。昨日就床前薬を飲み忘れたことを報告。

幻聴はあるが、声が小さくなり聞き取れないほどであるとの事。デイケア利用について、「行っていた方がいい。友人と話をしていた方が良い。」と話している。内服の調整は行っていない。

· 岩織　由美子様～「今日目薬もらえますか？」と話している。足はまだ痛みがあるとの事。4月の

連休前に薬を4週間分処方して欲しいと話し、5月の退所の際にも4週間分を

処方してもらえるよう話している。退所後は、ささクリニックに転院するつもりであるとの事。現在外泊しているが、食事作りを手伝っているとの事。

· 高橋　洋子　様～血圧高めであると報告。タバコは1日1箱で過ごしているとの事。時折胃が痛む

事があると話している。睡眠はとれており、デイナイトケアも楽しく過ごして

いるとの事。4週間分処方となっている。

· 板橋　利美　様～内服変更後も中途覚醒があると話すが、起床後の眠気は無いとの事。手の水泡が

破れた為、痒みが出てきたと話すが軟膏の処方は拒否している。

· 本多　富美　様～調子はよく発作もないとの事。睡眠は21：00～4：00くらいまで取れていると

話すが、起床後も再度眠る事はあるとの事。

· 繁名　和恵　様～「喉が眠い感じがする。」「舌が思うように動かない。」と呂律不良を訴える。

内服増薬している。

· 豊川　明男　様～デイケア利用について尋ねるが返答はない。毛が多量に抜け、毛が薄い事が気に

なると訴え聞かれるが、特に頭髪に変わった様子はない。

· 高柳　和子　様～落ち込みはあるが、楽しい事もあると話しており、両親の事を考えていると気分

の落ち込みは良くなるとの事。スタッフが若い人ばかりの為、うらやましく思う事があるが、妬みではないと話す。

＜利用者様情報＞

· 遠藤　里菜　様～1度来所しているが、夜間作業を行っていた為寝不足であると訴え、疲労感の為

デイケア欠席。自分でセンターへ連絡し、帰宅の時間を調べて帰宅している。

⇒夜間遅くの作業は控えるよう説明し、今後はデイケアスタッフへ先に相談して

頂きたい事を伝える。センターへ自分から連絡をすることが出来た件については評価していく。

· 江刺家　陽輝様～昨日就床前薬を服用することを忘れたと報告あり。夜間あまり眠れず、頭痛を

訴え眼光の鋭さ見られる。忘薬下子とは今朝気がついたと話しており、不調による不機嫌な様子は見られない。

⇒以前、不調時、他者にきつくあたる事あった為、引き続き対人関係も含めて様子観察していく。

· 繁名　和恵　様～昼食後、胸部痛訴え「胸が痛くて、胸がパカッて開いた」と話す。不調である

ことを訴えるに従い、徐々に不調場所の拡大、顔色不良が出現している。休みたいと話しているが、生理中である為横臥することに不安があると訴え、テーブルに臥して休む事を選択している。

⇒自分なりに対応を考える事ができている為、不調訴え時には自分で対処方法を考えられるよう促していく。

· 鈴木　恵美子様～本日も血圧高値の為、デイケア欠席すると連絡あり。今朝の血圧は収縮期が

170台であったとの事。又、頭痛があると報告されている。

⇒自宅へ連絡を行い、自宅での様子についてご家族へ確認を行う。又、ご家族へ必要に応じて定期外来以外でも外来受診する事は可能である事を説明し、当院受診後に薬事情報を受け取り内科受診することを勧める。

· 小野寺　ノリ様～今朝の血圧が収縮期190台であった為、青風荘にて様子観察している。再検にて

120台まで下がっており、その後デイナイトケアに来所。来所後は不調の訴え

無く、昼食後の血圧114/72mmHgで経過している。

· 今野　容子　様～「フラフラする」と訴えあり、運動療法は休んでいる。プログラム終了後は体調

改善したと話しているが、血圧測定は拒否している。

⇒今後、本人が血圧測定拒否しても血圧測定の必要性を説明し、血圧測定を実施していく。

＜青陽館会議　報告＞

· デイケア保険～加入について決裁が降りた為、加入手続きを進めていく。

· 防災訓練　　～報告書は提出している。決裁待ちの状態。

· 年間行事　　～実施日が迫っている為準備を進めていく。

· 畑の使用　　～来年度の使用場所、使用方法を検討していく。

· 広報活動　　～ポスターの広告規制を確認中。確認後、作成を進めていく。

· 新聞作成　　～作成案をAOMへ提出しているがその後の連絡がない為、確認を行っていく。

· データベース作成～通所利用者様のデータ管理が不十分である為、パソコン上で管理出来るよう

現在作成中。

· プログラム　～テキストが紛失しているものがある為、再度打ち出しをする。内容が揃い次第提出

する。今週中を予定。

· 評価書式　　～身体評価を現在作成中。今年度中に提出出来るよう作業を進めていく。

＜業務改善＞

· 掃除のチェック表を作成した為、明日から導入していく。

· 環境整備表を作成している為、打ち出しを行う。各自内容を確認しておく事。

＜事故報告・検討＞

事故内容：3/6（金）島浦　美千男様が椅子から立ち上がり転倒

島浦　美千男様（66）統合失調症　　合併症：糖尿病、高脂血症、低カリウム血症

事故内容
月曜日のカンファレンス参照

青風荘からの情報

3/7（土） 朝起床後、変わりなく過ごしているが、朝食後よりふらつき著明。血圧119/63ｍｍＨｇ、脈拍54回/分、体温35.5℃、手指の冷感あり。安静臥床にて様子観察する。ふらつきが著明であり、階段を下りる際手すりに掴まっていても不安定で尻もちをつく状態。歩行が不安定な為、部屋で安静臥床を促す。

13:00　 体温33.8℃手足が異常に冷たく、話し掛けにも反応が鈍い為、八戸日赤病院救急外来に受診。担当の医師（外科医）がＣＴ検査実施。所見で脳には問題はないとの事で、月曜日まで様子を見て、今の状態が続くようだったら専門の医師に診てもらうようにと説明され帰荘。

17：50　体温34.4℃　血圧136/64mmHg。手足が冷たく、冷や汗をかいており、意識が朦朧として声掛けにも反応がなく、起き上がることが出来ない為、再度八戸日赤病院救急外来受診。検査の結果極度の低血糖との事で治療を受け帰荘。

3/9（月） 青南病院臨時外来受診。土曜日の状況を田名部Ｄｒに相談。3/11（水）血糖検査をし、

金曜日の定期外来（猪俣Ｄｒ）時までパミルコン内服は止めとなる。

事故に至った原因

喫煙後よりふらつきが著明に見られており、見守りが必要な状態であった。その際、スタッフ１名

にて対応しており、見守りが不十分であった。

改善・予防策
· 利用者様一人一人の状態を把握し、色々な事態を予測して対応する。ケアを提供する上で、全スタッフが、利用者様個々の状態を把握する必要がある。
· スタッフ数が少なく、見守りが必要なメンバーがいる場合は、スタッフの応援を頼む。

· ふらつきがみられた際に、ふらつきの原因となる事について念頭において対応する。

予想される原因：低血糖・血圧変動・貧血・低カリウム血症・脱水　　等

· 青風荘入居している低血糖者の対応については、青風荘スタッフと共に対応について検討していく。

※田中正士様の事故報告・検討は明日行う。










